
紋別市地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

〇フィーダー系統路線目標値 〇商店街連携イベント目標値
１ 南循環線目標値（利用者数） 88.9人／日 １ 商店街参加店舗数 48店舗
２ 北循環線目標値（利用者数） 88.7人／日 ２ 商店街利用券数 1,000枚
３ 上藻別デマンド線（利用者数） 7.5人／日 ３ バス利用者参加者数 1,000人

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

①令和4年6月 令和4年度第１回協議会

・R3年度事業、決算報告、R4年度事業計画（案）、予算（案）

・R5年度フィーダー計画について

②令和5年1月 令和4年度第2回協議会

・R4年度地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について

・イオン紋別店前バス停留所に係る南循環線の路線変更について

③令和5年6月 令和5年度第1回協議会

・R4年度事業、決算報告、R5年度事業計画（案）、予算（案）

・R6年度フィーダー計画について

・北見赤十字病院通院バスについて

④令和6年1月 令和5年度第2回協議会

・R5年度地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について

・北見赤十字病院通院バスについて

令和５年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

紋別市では、公共交通を取り巻く問題、課題解決のため、平成21年2月に「紋別市地域公共交通

総合連携計画」を策定し、サービス水準を維持したまま、効率的で継続可能な地域交通体系の構築
を目指している。

連携計画では「バス路線網の再編・公共交通空白地帯の対策の推進」に係る事業を行うこととし、
その一事業として、放物線上に延びていた市内4路線を2つの循環線(北循環線・南循環線)に統合・
再編し、平成23年度から本格運行を開始している。上藻別線は、少人数の需要に効率的な運行方法
等として、平成24年度から一部区間を予約制により本格運行している。

上記路線は、いずれも地域間幹線系統の5路線（上渚滑線、滝上線、遠軽線、興部線、雄武線）と
紋別バスターミナルを共有し、乗継の際の割引や高齢者等に対するバス料金の助成を行うなど
フィーダー線と地域間幹線を一体化した公共交通ネットワークを構築している。

今後も人口減少、高齢化社会の対応に向け、なお一層の効率的で利便性が高い継続可能な公共
交通の構築と確保・維持が求められている。

そのため、平成30年3月に「紋別市地域公共交通網形成計画」を策定し、まちづくりや福祉、教育、
観光などと連携した面的で持続可能な公共交通網の再構築を目指すこととした。

また、利便性が高く継続可能な公共交通を目指すため、バス待合所の整備やバスロケーションシス
テムの導入などを進めるとともに、商店街連携イベントを行うことで中心市街地の活性化を図り、運
転免許証自主返納者へのバス券の付与等を行うことでの交通安全面への寄与など、今後も公共交
通に対しての期待や利用拡大が求められている。

〇市内循環線 ～ ・南循環線(紋別高校～紋別ＢＴ～紋別高校) 【運行日数 363日/運行回数 4,737回】

（1乗車/210円） ・南循環線②(紋別高校～紋別ＢＴ～広域紋別病院北口～紋別高校) 【運行日数 247日/運行回数 247回】

・北循環線(サッポロＤＳ前～紋別ＢＴ～サッポロＤＳ前) 【運行日数 363日/運行回数 4,737回】

・北循環線③(紋別ＢＴ～大日寺前～サッポロＤＳ前) 【運行日数 247日/運行回数 123.5回】

〇上藻別デマンド線（駅逓～公住前～元紋別～南が丘４～紋別ＢＴ） ※駅逓～公住前はデマンド区間 【運行日数 363日/運行回数 1,337回】
（1乗車/南が丘４～紋別ＢＴ 210円/元紋別～紋別ＢＴ 310円/駅逓～紋別ＢＴ 520円）
※令和4年12月25日は、市内全域で雪害による停電が発生し、信号機が点灯しない等によりバス運転中の安全確保・定時運行ができなかったため運休している。

地域公共交通の現況

･地域間幹線系統
（上渚滑線、滝上線、遠軽線、興部線、雄武線）

･都市間バス
（紋別～旭川、紋別～札幌）

･スクールバス
（中渚滑エリア、元紋別・小向エリア、沼の上エリア、

宇津々エリア、藻別エリア、上渚滑エリア、中立牛エリア）



令和５年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・平成31年4月より通学距離が６km以上に限っていた紋別高等学校生徒に対する定期券購入費補助を全生徒に対象を拡大し、定期券購入費の半額を補助することにより
通学支援と利用者の増加を図った。

・平成31年4月より外国人技能実習生に対し「バス乗車証」を交付し、１乗車につき100円でバス利用できる運賃助成を実施することにより、日常生活の支援と新たなバス利用
者の開拓を図った。

・「バスの乗り方教室」（市民組織「乗ろうよバスの会」主催、当協議会後援）を実施し、参加者にバスの利用方法等を学んでもらい、利用促進を図った。
・運転免許証を自主返納された方用に割安定期券の販売を実施したほか、会員特典としてバス券1,200円分が付与される｢乗ろうよバスの会｣ の入会金を初年度のみ当協議

会が負担し、新規バス利用者の獲得に努めた。
・乗降車の多い停留所にバス待合所を設置し、雨風及び吹雪から利用者を守る等、利用者の利便性向上を図った。
・南循環線において、買物客の負担を軽減するため、イオン紋別店北口停留所でバスの乗降ができるよう路線変更を行い、利用者の利便性向上を図った。

２

２）運行系統

南循環線 路線図 北循環線 路線図 上藻別デマンド線 路線図



３）利用実績

３

４）収入実績
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・南循環線目標値 88.9人/日に対し、実績は102.9人/日となり、+14.0人/日と目標値を上回っ

た。実績値について、令和4年度実績 97.8人/日と比較すると5.1人/日分増加の数値となって

いる。コロナの5類移行による外出機会の増加で、一般客と外国人技能実習生の利用者数が

増加している。

・北循環目標値 88.7人/日に対し、実績は101.3人/日となり、+12.6人/日と目標値を上回った。
実績値について、令和4年度実績 95.7人/日と比較すると5.6人/日分増加の数値となっている。
コロナの5類移行による外出機会の増加で、一般客と外国人技能実習生の利用者数が増加し
ている。

・上藻別デマンド線目標値 7.5人/日に対し、実績は7.7人/日となり、+0.2人/日と目標値を上
回った。・実績値について、令和4年度実績 6.6人/日と比較すると 1.1人/日分増加の数値と
なっている。・市内循環線と同様に市内区間の利用者数が伸びている。市内区間の「元紋別」
バス停留所付近に、紋別市生涯学習センターがあり、リーダー研修等のイベント参加で多くの
子どもたちが上藻別デマンド線を利用している。また、予約区間も外国人技能実習生を中心に
利用が増えている。

･商店街連携イベントの目標値と実績値について

目標値：参加店舗数48店舗、利用券1,000枚、参加者数1,000人

実績値：参加店舗数43店舗、利用券562枚、参加者数562人

・収支の改善を目指し、利用者増加へのソフト事業を行うとともに、効率的で利便性の高い地
域内公共交通の確保・維持に努めており、これまでの利用実績は、概ね順調に推移している。

４

７）事業の今後の改善点

・今後も路線の維持・確保に向け、利用者ニーズを的確に捉え、バス事業者と緊密
な連携を図り、必要に応じて路線や時刻表の見直しを行う。

・バスの乗り方教室は、町内会や老人クラブなどへ広く周知を行い、市内で行われ
る各種イベント等にて積極的に開催することで、身近な公共交通をより多くの市民に
周知し、利便性などの理解を図る。

・運転免許証自主返納者に割安の定期券販売や1,200円分のバス券が付与される
「乗ろうよバスの会」への初年度入会金を当協議会が負担し入会を促すことで、交通
事故の予防を行うとともに新規バス利用者の獲得を図る。

・商店街連携イベント「乗って乗ってキャンペーン」については、中心商店街と連携し、
イベントを実施することで、バス利用者を中心商店街へ誘導し、住民の外出機会を作
ることで、市内の活性化及びバス利用者の増加を図る。

・バス待合環境の整備を進めていき、利用者の利便性向上を図る。

・地域公共交通におけるＤＸ化を推進し、利用者の利便性向上に加え、バス運行に
おける業務効率化やコスト削減を図っていく。

・新規バス利用者の増加を図るため、上記ソフト事業や利便性向上のためのＰＲを
積極的に行う。

（令和６年度分と併せて評価）

・計画に位置付けられたとおり、事業は適切に実施された。

８）地方運輸局等における二次評価結果

５）事業実施の適切性

６）目標・効果達成状況


